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実践研究課題：新学習指導要領に対応した「高齢者」授業の創造 
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週 回のクラブ活動時（ ～ ）に、社会福祉協議会から職員 人が来校し、クラブ顧問
の教員と合わせて計 人の大人が、 台の車にクラブ員の生徒を 人程度ずつ同乗させ、それぞ
れ 軒程度の家庭を訪問する。生徒たちは、前もって決められた健康チェックリストを用いて、
各家庭の高齢者と会話し、健康状況や家具固定の有無、買い物等の日常生活で困ったことがない







































































































消費実態調査 ）によると、その普及率は二人以上の世帯で ％、単身世帯で ％を示してい
る。生徒も日常的に使用していると予想される。しかし、学校教育の場においてその仕組みや基本
的な使い方を学ぶ機会は必ずしも保障されているわけではない。ガスコンロに比べて安全と思われ
がちであるが、東京消防庁管内では電子レンジによる火災の発生が増加傾向にあるとして、安全な
使い方について注意喚起がなされている ）。
また、電子レンジの使用目的は冷凍食品や調理食品を再加熱して温めるほか、短時間で食品内部
まで加熱することができる特徴を生かして、１人分の調理を食材から簡単に行うレシピが提案され
ている ）。その背景には、世帯の小規模化、調理の簡便化志向があると考えられる。
このような生活の実態を踏まえ、今年度は電子レンジを使った調理実習を計画し、高等部の生徒
を対象として授業を行った。その内容について報告する。
授業の構想
本授業は、学生の卒業研究の一環として企画し、実践した。授業の構想に当たっては、事前に対
象となる生徒の実態を把握するため、授業参観の機会を設定していただき、担任教諭からも生徒の
様子やこれまでの授業経験、配慮事項等についてお話を伺った。配慮事項として例えば、一度にい
くつも指示を出さないことや一方的な説明が続いて生徒を飽きさせないこと、一文が長くならない
こと、必要に応じて漢字にふり仮名を付けること、などである。これらに留意して、教材作成や授
業時の説明の仕方を工夫した。
授業の流れとしては、電子レンジを使った事故に対して注意喚起がなされている現状を踏まえ、
初めに電子レンジ加熱の特徴や安全に使用するために注意すべきことを解説し、次に調理実習を行
う展開とした。電子レンジを使った調理実習の題材としては、日常食として一般的な煮物調理であ
る肉じゃがを選定した。煮物調理は加熱と調味を同時に行っていくため、あらかじめ食材と煮汁の
バランスを考えて計量する必要があり、調理中も状況をみて火加減を調整するなど、ある程度の調
理スキルを必要とする。また、数人分をまとめて調理することが多く、少量の調理には不向きとさ
れる。特にじゃがいもを使った煮物は煮崩れるといった失敗が起こりがちだが、電子レンジ加熱の
場合は食品内部も均一に加熱されていくため加熱の程度に内外差が生じにくく、煮崩れる心配が少
ないと考えられる。電子レンジを使った煮物調理に挑戦し、 人分でも煮物が簡単においしくでき
